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haldoun: texte arabe publié d’après les m




































































が、 ］それを与えられた人が幸 になることも 元気づけら ることもないような持ち物であることに。いやむしろ、現世とは、ただ語 れるお話に過ぎないのです。さらにまた、悲しみは［富や財産のように死んだら］むりやり捨てさせられるものと変わらない
（
6）ということに、人生が夢である



































































































たムスリムが皆殺しになったことゆえに、我らは、遠く厳しい道の を乗り越えてでも、ウトレーラを目指 ことを固く決意 ました。かつては、ウトレーラのそばを安全に、その地の凶鳥すらも吉兆に見えるほど［平和に］通り過ぎていたのに、彼らは捕らえられて重い枷にはめられ、疲れ果て、虜囚の苦しみに辱められ 日々ひどい目にあわされてい そして、奴らは彼らをいっぺんに虐殺 てしまいまし 。彼ら［の死］人々（ムスリム）の目に訓戒として残りま た。奴らは彼 を殺したことによって、残された遺族の怒りと、高貴な復讐の誓いを、イスラームへ贈る（惹起する）羽目 なりま 。　
そして我らは、ウトレーラを攻撃しました。我らは、道に迷うことも、











は獅子の仔一匹たりとも残らず、緑 土地にはカモシカ一頭 りとも残りませんでした。高貴な女達（捕虜）は疲れ果て、きらびやかな造作物（戦利品）は人々の目をくらませます。夜旅を終えて、迎えた朝 讃えられました
（
26）。夜旅をさせ給うたお方に讃えあれ。あの破壊された教会堂と集


















り動かしました。多く 人々が 真理への呼びかけを通じて 命令に従いました。人々は長く伸びた山あいの道から、あるいは徒歩で、ある は痩せラクダに乗って、やって来ました。おびただしい数の戦旗 色においても、数においても、谷間の花々を のぎまし 。 結した軍勢は、広い通りの筋々を［埋め尽くして］ふさぎました。そ 軍勢 波立つ海は、高潮のようでした。その軍勢に 、誰も端 見出すことができ せん。
　
この［ハエンの］町は、子沢山の母親であり、楽園です。ただし、その








































くはためいた時、我らは獅子が獲物を見下ろすがごとく 雄馬が自分 花嫁を見下ろすがごとく、そ 町（ハエン）を見下ろしま た そして我らはすさまじい力強さと堅固さの光景を、見事な普請と造作 光景 目にました。その中に高くそびえる要塞は、冷た 雲に覆われ 雨雲の冷たい
44




















する間もないほどでし 。兵たちは、彼らの方へと荒野を旅してき 戦場の喧噪の場に先んじていた［敵の］騎士たち 押しやり、つい はその者たちをその町に押し込め、親ですら子を忘れてしまうような［過酷な戦いの］場所で忍耐の衣服を奪いとりました。そこでは 矢が雲霞 ごとく降り注ぎ、鳩の群れのように飛んで定めの死をもたらします。ま 、最初雨や流れ星のようだった槍が折れ［るま 戦い］ す。
//p.191// 槍先の波で



























り高く積み上がりました。捕虜となっ 高貴な女たち 馬 背の騎手の後ろに乗せられました。山と積まれた鐘が器械
（
50）と工夫で［吊り下ろす




























を丸く囲んでいます 天 川のよう 滔々 流れるコルドバの川は鞘から抜かれた剣のごとく茂みから流れ出で、それに隣接しています。天球のように規則正しく回転す 水車は軸 まっすぐで、最初の恋人
（
56）を恋い慕い











































































































き（矢）が獲物めがけて放たれ、そして、次々と送られる矢にのって、どこから伝えられたか分からない伝承が語られました。その後、槍が出番をむかえて、乱戦に入りま た。槍の穂先は鎖帷子に突き刺さり まるで魚が網に刺さっているようです。やがて、飼い主のいるラクダといないラクダ（敵味方）が入り混じり ルダイナの槍は前線から下がりました。そして、剣の出番が戻ってきて、水面のようにきらめく鎖帷子を何本もの川筋へと切り裂いた後、王冠のように脳天へとふり下ろされました。小川となったいくつもの鎖帷子は一つにな や て大河となりました。 ［鎖帷子が］互いに抱き合う様は、目にう るのが殺戮に次ぐ殺戮ばか なの 、別れの挨拶の抱擁のようでもあり、砕かれたものがまた一つに ったようでもあり、永遠の別離へと誘う者に応え もあ まし 。　
気高い人たちは、忍耐強く［戦った］後の結末を知りたがりました。吉
報をもたらす伝令たちが疾風となって、勝利の風ととも 吹き それから、奔流がその大波に加勢し ［正しい信仰とそ でないものを］見分ける力が心を磨き上げ、決意が［信仰 ］精髄を純粋にしまし 。そして神の助けの言葉が語られました。 「さ、門から入ってそいつ に攻め掛かれ
（
76）」 。そうして、不信仰者の集団は、大きな刃の鎌に刈り取られることに























は、集められた敵 家畜が海の波のよう 押し合いへ 合いしていました。　
我らは、コルドバの広大な果樹園と海のように続くブドウ園を、債権者


















めて下さり、そ 機会を捉えようと人々 渡し場で動き出しました。は、川の流れという質問者 つかわして、ユーフラテス川の息子アサ
（
86）
に尋ねました。すると彼は、渡河する方がよいと う法的見解を出しまた。その結果、略奪取り放題の状況があ り一帯に広がりました。守てい ものは辱 られ、村は略奪され、砦は破壊され 木の根は引き抜かれ、枝は粉々に砕かれました。我らは、今日にいたるま コルドバへ 襲撃をやめることはなく 朝駆けしては惨めな状態 し、渋面の日に大笑いをする白い星々をそ 町の上に昇らせるのです。　
今やコルドバは、絶え間なく馬の駆け回る場所であり、槍の穂先が刺













えつくすことはできません。あ た おいて他の者へと庇護を求めはしません。あなたのもと以外で現世と来世 幸せを願い しません。それゆえ、無から創り出しまたそれを繰り返すお方よ
（
89）、我らを常にご加護下さい。
生けるお方にして永遠にあり続けるお方、望むことを何でもなすお方よ、次々に増えていくようなやり方 あなたから 恩賞 通し 我ら 助け下さい。　
あなた様（ハフス朝君主アブー・イスハーク）の幸いなる書簡が我らの
もとに届いたのは、遠くまで評判がひびき彼方の人の目にまでう る勝利と、塵にかすむ星よりもさらに上に どまる誇 とを［我 が］獲得したのと時を同じくして ました。我らは、その叶いがた 望みがついに叶ったことに驚きました。そして言いました。 「恩恵は到来した 足元にある」 。すなわちキリスト教徒の王
（
90）は、いくつかの砦をまとめて我らに［引
き渡し］厚意を示したので 。そ 砦はかつてイスラーム 王国から奪われ、そこの神の家（モスク） は偶像が据えられ いました。神 、悪臭にかえて芳香を、三位一体にかえて唯一神信仰を、 の努力を用 てそこに置きますように。不在だった父が愛 い娘たちのもとへと戻り、息災だったかと尋ね、まぶたにあふれる情愛こもっ 涙をぬぐっ やるように、
48







易に達成させてくれるかも知れませんが まずは我らはあなた様 諸々状況をかいつまんでお知らせ ました。
//p.208// それは、あなた様の信仰心















らはもっとあな 手紙の恵みを得たいと思いますし、もっとあなた様の側近くにあり いと思います。事情が許せば、 御門にさら多く ことをお知らせしたことでしょう。　
手紙では目に見えないものをお伝えすることはできませんが、力強く至
高なる神が、我 に代わって、あなた様に かるべき謝意を伝えることを引き受けて下さるでしょう。神は 事績が残るようあな 様にご長寿を賜ることでしょう。そして肉体ではなく魂 場（来世）においても、多くの








































































































































感謝のために身をかがめ、平伏して祈 ものでありますが、非難し咎めるものであります。私にこの知らせを伝える便りがしたため れ その手紙を送ることがおろそかにされるはずはないと私は思ってい した。ですが、事態は正反対のものでした。満足していた状態は揺らいで ま今回たまたま起きたことは、本来あるべきこ で でしょう 。//p.214//
　
考えられる理由は、はっきりしています。二つのうちのどちらかである
ことは間違いあり せん。一つは公正さが無かったか でしょうか。しかし、綱をより合わせるように、 ［ なたが］私を気に けて ることや、ジズヤも屈従も入 込まない平和の約束を交わしているのですから、それはあり得ません。二つは［あ が私から］どれほど恩恵 受けてきたか、ご存知なかったからでしょうか。しかし［私が に対して］どれほどの権利を持っている ご存知であり、 ［あなたは］駄々をこね こともなく、満足していることを考えれば、それも あり得ません。 のような次第で よくわからなくなってしまったのです。せめて納得 いくよう事情を説明して下されば良かったの しょうが。　
もしも私のような者が、しかるべき恩恵にふさわしい高貴なるあなた様
への神の御恵み［息子の誕生］につ て知 されなけ ば、誰がその知らせを受け取るのでしょうか。また、高貴 るあなた様の衣装は誰に対して披露され、広げられるの ょうか。あ た様は、 ［こちらの］消息ばかり尋ね、うわべだけ 付き合いを飾り、払うものも支払わず、 そ 実］あなた様の傷は癒えぬまま異国の地に居ることにすっかり慣れてしまい し暗闇は［あなた様の］胸全体を包 込んでいると う に は悲しみを［自ら］慰めています。　
また、 ［人と人との友誼における］もろもろの権利を忘れなければならな
い時が来たとしても、私 決して忘れることはありません。また、天も地も私に不利な証言をすること ありません 私が貴兄に対してしか べき行為をしていないとしても、希望、期待は持ち続けて下さい。私には 貴
50






















































uṭill ） 」 「上空を旋回する猛禽
のごとくムスリムの土地を見下ろす （
al-m




















llāh ‘Inān, 2 vols., C
airo: M
aktabat al-K
hānjī, 1980-81, vol. 1, p. 147 ） 。この町
がグラナダ盆地北西にそびえる山岳地帯に位置し、キリスト教徒の対ムスリム襲撃部隊の基地となっていたことを示す表現であろう。
（
16） 現在のどこにあたるかは不明だが、 盆地 西 出口ロハの近辺に位置すると考えられる。 「イブン・ハルドゥーン自伝５ 、九七頁、註五五参照。
（





































を合わせたという話も伝えられている （イブン・イスハーク著、イブン・ヒシャーム編註、後藤明・医王秀行・高田康一・高野太輔訳『預言者ムハ マド伝』全四巻、岩波書店、二〇一〇―一一年、第三巻、四―五頁参照） 。
（
20） マラガとロンダを結ぶ途上の町。 「イブン・ハルドゥーン自伝５」 、九七頁、註五一参照。
（
21） このとき、ナスル朝領域西方のロンダおよびマラガの人々が招集されたという。Ibn al-K





























26） アラブ社会には、 「朝になれば人々は夜旅を褒める （＝苦労して得た成果は賞賛される） 」という諺があった。
（





ʻanay-nā （原義は「意味する」 ） は、この書簡を引用す
る他の複数の著作によって異同がある。この書簡の引用については、 「イブン・ハルドゥーン自伝６」 、四四頁、註三五参照。
（


































al-dhirā‘ bayna al-niṭāq. niṭāq
は帯の意だが、オリオン座の三つ星、もしくはその




























































eirut, 1998, vol. 1, p. 401 ） 。
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アレクサンドリアを襲撃した事件のことを指す （























 religion dans l’A
frique du nord, A
lgiers, 

































ent aux dictionnaires arabes, 
























ranada en la época de M
uḥam
m




































ズィーマの近臣。行方不明になった王 甥アム を探 出したことで、王と親しくなった （




ir bi-thaqīl. 直訳すると「重いものに隣接する軽いもの」 。別の著作で
の引用 （











kull ṣayd fī jaw
f al-farā ） 」という慣用句


























































































ayḥānat al-kuttāb, vol. 1, p. 199; Ibn al-K













80） ここでは巡礼を連想させる一連の語を用いながら、戦闘後の帰還の様子が描写されている。 「喉を切る （
naḥr ） 」は巡礼完了に際して羊などを屠ることを、 「石
礫 （
jim


























ン・フラート （八二八年没） の名をもじった表現。アサドは東方に学び 形成過程にあったマ リク派法学やハナフィー派法学を学んだ。帰国後、アグラブ朝に
54












































アラブ・ムスリム勢力が最初にマグリブに建設 た都市。マーリク派法学をはじめとするイスラーム諸学問の一大中心地として発展し 。当時は、こ 書簡の宛先であるハフス朝の支配下にあった。
（
93） ハフス朝が、唯一神信仰 （タウヒード） を強調するムワッヒド朝の後継者を自認していることを念頭においた表現であろう。 「イブン・ハルドゥーン自伝２」四五頁、註一四参照。
（






ārūq. 「真偽を分かつ人 （ファールーク） 」とは、第二代正統カリフ・ウ
マル・イブン・ハッターブの異名。 フス朝の名祖アブー・ ・ウマルは、アトラス山脈西部に住むマスムーダ系ベルベル ヒンタータ族の出身だっ が、
名が同じことからハフス朝下では第二代正統カリフ・ウマルの系譜に連なるとされていた （






















n Introduction to H
istory, tr. Franz R
osenthal, Princ-
eton U
niversity Press, 1967, vol. 1, p. xlvi ） 。従って、イブン・ハルドゥーンにファ







































īya fī iṭār Jām
i‘āt, 1990, vol. 1, p. 26; E
ncyclopaedia of Islam






























, Leiden: E. J. B
rill, 1968, p. 222; 


































sinū al-tarbiya ） と呼ぶ。イスラームの占星術では、生まれた


















ニー「占星術教程の書 （３） 」 、五〇一―五〇二頁
; E
ncyclopaedia of Islam










の複数形） 。顔 （ワジュフ とは、十二宮 各宮を三等分し










































術教程の書 （３） 」 、四九七頁
; E
ncyclopaedia of Islam











ラームの占星術においては、太陽は昼の交替主星であり、月は夜の交替主 である （ビールーニー「占星術教程の書 （３） 」 四八三、 五〇五頁） 。
（
117）



















占星術および天文学の用語であり、天球上の二つの円が交わる二点 （交点 のことである。ジャウザヒッルという名前は、その二つ 交点のいずれにもあてはまる。一方を他方と区別する際 は、惑星がそこを通過して北に行く 点 頭（raʼs ） と呼び、そこを通過して南に行く交点を尾 （
dhanab ） と呼ぶ。頭は昇交点の











īl al-sinīn 。太陽が年の初めにあった場所に戻ること （ビールーニー「占星術
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, 2nd ed., A




a saqaṭa al-shaykh al-harim
 m























anāhij al-fikr, vol. 1, p. 26; E
ncyclopaedia of Islam






























ニー「占星術教程の書 （３） 」 、五三四―五三六頁） 。
（
130） 「絞め殺された動物」から「打ち殺された動物」までは、イスラームにおいて、神が信徒に食することを禁じたもの （ 『クルアーン』第五章第四節） 。イスラームでは、食に関する禁忌 （ハラーム） として、 「豚肉、他の神への供物としての肉、自然死を含め頚動脈を切らないで死んだ 」は食することが禁じられている（鈴木貴久子「食の規範」大塚和夫他編『岩波イスラーム辞典』岩波書店、二〇〇二年、四九六頁） 。
（
131）




lā nāqatī fī hādhā w
a lā jam
alī （直訳

















この文句を言って戦いに加わることを拒否した。ハーリスが言わんとしたは、 「私の雌ラクダや雄ラクダがクライブによって殺害されたわけではない」 、換言すれば、 「私はこの戦いには何の関係もない」という意味になる。イブン・ハ












rab, ed. Iḥsān ʻA
bbās, B
eirut, 1981, pp. 129-131; 















































































airo, vol. 2, pp. 263-264 ） 。
（
135）
shaykh-nā. 具体的に誰を指すのかは不明。
